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・校舎を利用する範囲が広すぎると管理が大変なの
で、例えば、普通教室棟と特別教室棟の間を簡単
にでも仕切るようなことはできないか。
→実際に校舎を使用してみて、範囲が広く管理する
ことは難しいということであれば、管理区分の設
定についても検討したい。
→コーンで簡単に仕切るなど、できることから始め
てみるのも良いのではないか。
→鍵の管理、窓の開け閉め等は有償ボランティアと
すれば、やっても良いという人が出てくるかもし
れない。

・校舎はできるだけ開いている時間が長い方が良いと思うが、
最終的には長い時間使うことができる利用方法を優先して
管理をしてもらうということか。
→あくまでも旧土肥小が地域の人が集える場として利用され
ることが優先事項であり、管理を優先して利用してもらう
ことはない。最終的には定期的に利用してもらいたいが、
お試し活用の段階では単発や短期的な利用でも問題ない。

・土肥・小土肥地域づくり協議会としては、旧土肥小の一部を
住民が集える場や健康づくりの場として試行的に活用して
いきたい。

・スポーツ団体では、手間がか
かってもできるだけ安く合宿
をしたいというニーズがある。
旧土肥小ではそのような利用
ができないか。

→商売としての宿泊業を旧土肥
小で行うということではなく、
例えば、宿泊についてのルー
ルを決めた上で、オープンス
ペースのような場を設け、寝
具を持ち込んで寝泊まりする
ような利用については考えら
れるのではないか。

・構想で示されている内容を全て実現するのは難しいのではないか。
→旧土肥小の活用で考えられるものをメニューとして広くあげているものであ
り、全て実際に取り組む必要があるということはでない。まずはできることか
ら始めることが重要。
→構想に示されていない利活用についても、お試し活用を行いながら検討して
いくことが大切。

・構想では、管理方法など実際に取り組むにあたって解決すべき課題について、
あまり触れられていないが問題はないか。

→管理方法も課題の一つだが、それによって実現が難しいと考えるのではなく、
お試し活用をしながら課題を解決していくという内容の構想としている。

・幅広い世代の住民が、器具を使った健康づくりの場が土肥の中にあると良いと
思っている。男性がそのような場に参加する機会を増やすことも大切。

・子どもたちが旧土肥小の校庭と校舎内の両方で遊べるようになると良い。

　会議では、旧土肥小学校利活用構想（案）について、目指す利活用の姿とその実現に向けた考え方などを中心に協議
を行いました。また、来年度以降のお試し活用に向けて、管理方法や体制などの検討課題について意見交換し、構想と
してまとめました。

・旧土肥小学校利活用構想検討協議会を定期的に開催し、利活用に向けた体制づくりや仕組みづくりについて検討を行い
ます。

・「旧土肥小学校を使って何かやってみたい」「旧土肥小学校はこういう使い方ができるのではないか」という地域のアイ
デアを生かしながら、住民が楽しく交流できる拠点の実現に向けてお試し活用を継続します。

校舎の管理方法と体制について 利活用の考え方と実現に向けて

利活用の方針について利活用の考え方と目指す姿について

　旧土肥小学校活用構想検討協議会では、地域の皆さんのご意見をいただきながら、旧土肥小学校の活用に向けた検討
を行っています。
　平成 31年 3月 7日（木）に今年度最後となる第 4回協議会が伊豆市役所土肥支所において開催され、今年度の検討
の総括として、旧土肥小学校利活用構想の取りまとめを行いました。また、来年度以降の検討協議会の進め方について
も協議を行いました。
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来年度以降の進め方についての意見

利活用構想についての意見

　今年度は、4回の協議会を開催するとともに、平成
30年 11月と平成 31年 1月に旧土肥小学校の利活
用に向けた「お試し活用」を行いました。
　また、第 4回協議会後、協議会会長の芝浦工業大学
作山康教授が検討内容をまとめた旧土肥小学校利活用
構想を菊地市長に提出し、次年度以降の展望も含めて
報告しました。

お試し活用の内容と役割分担イメージ

お試し活用による検討の経緯 作山会長から菊地市長へ利活用構想を提出
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